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10月16日、町民総合体育館で町制施行50周年式典が行われました。

式典では、各個人・団体に対しまして永年の功績を称え表彰状及び

感謝状がおくられました。

町
長
式
辞
　
（
抜
粋
）

◎

秋
た
け
な
わ
の
本
日
、
県
知
事
代
理
谷
口
出
納
長
様
を

初
め
、
町
内
外
か
ら
お
忙
し
い
中
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
こ

に
江
府
町
制
施
行
5

0
周
年
の
式
典
を
盛
大
に
挙
行
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
町
民
あ
げ
て
喜
び
に
耐
え
ま
せ
ん
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
2
8
年
6
月
1
日
江
府
町
と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し

て
満
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
創
意
と
、
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
築
き
上
げ
ら

れ
た
江
府
町
の
歴
史
と
そ
の
偉
業
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

実
に
感
慨
ひ
と
し
お
深
く
、
感
無
量
で
あ
り
ま
す
。
今
、

合
併
に
向
け
て
の
協
議
の
最
中
で
あ
り
ま
す
だ
け
に
、
西

部
初
の
合
併
に
よ
る
江
府
町
発
足
当
時
の
ご
心
労
と
、
並
々

な
ら
ぬ
ご
努
力
に
対
し
感
謝
と
認
識
を
あ
ら
た
に
い
た
す

昨
今
で
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
は
、
多
年
の
ご
功
績
と
長
い
間
の
ご
努
力
を
賜

り
ま
し
た
個
人
、
団
体
の
皆
様
に
、
顕
彰
の
誠
を
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
謹
ん
で

心
か
ら
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
激
動
と
変
革
・
天
災
な
ど
寸
時
の
油
断
と
停
滞
が

許
さ
れ
な
い
厳
し
い
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
環
境
問
題
が
緊
急
か
つ
、
重
大
な
課
題
で
あ
り
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ま
す
。
本
町
は
大
山
と
鳥
ケ
山
山
麓
一
帯
に
広
が
る
山
岳

美
と
広
大
な
原
野
美
、
3
本
の
深
い
渓
谷
が
織
り
な
す
牧

歌
的
な
大
自
然
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
豊
な
自
然
を
守
り
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ

の
大
地
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
、
ブ
ナ
の
原
生
林
か
ら
湧

き
出
る
源
水
を
生
か
し
、
平
成
6
年
「
奥
大
山
の
水
」
　
と

し
て
商
品
化
い
た
し
ま
し
た
。
西
日
本
を
中
心
と
し
た
渇

水
時
、
ま
た
阪
神
淡
路
大
震
災
、
鳥
取
西
部
地
震
の
際
に

は
救
援
水
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
、
神
戸
市
立
魚
崎
小
学
校
隣
接
に
建
立
の
大
震
災

慰
霊
碑
に
深
く
刻
ま
れ
た
　
「
鳥
取
県
江
府
町
」
　
に
は
、
都

市
と
農
村
交
流
モ
デ
ル
と
し
て
、
子
々
孫
々
未
来
永
劫
の

絆
・
証
と
し
て
感
銘
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
行
財
政
の
厳
し
い
中
、
道
路
及
び
、
河
川
整
備
、

大
山
砂
防
事
業
に
併
行
し
て
農
免
道
、
大
規
模
ふ
る
さ
と

農
林
道
の
整
備
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。
昭
和
の
町
村
合
併

条
件
の
バ
ス
路
線
確
保
と
共
に
、
念
願
の
美
用
谷
川
に
架

か
る
大
橋
の
実
現
に
よ
る
地
域
住
民
皆
さ
ん
の
連
帯
と
、

生
産
活
動
の
利
便
性
の
向
上
に
は
本
当
に
感
激
ひ
と
し
お

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
町
の
主
要
産
業
は
農
林
畜
産
業
で
あ
り
ま
す
が
、
山

村
の
厳
し
い
条
件
の
中
、
土
地
改
良
区
な
ど
を
中
心
に
国
・

県
の
支
援
を
う
け
、
農
業
農
村
自
立
活
性
化
の
た
め
の
生

産
基
盤
整
備
な
ど
も
完
成
し
ま
し
た
。

加
え
て
生
活
環
境
整
備
も
、
水
道
普
及
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン

⑳
ト
で
町
直
営
移
行
も
進
み
、
関
連
の
下
水
道
普
及
も
7
5

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
今
後
も
年
次
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
生
活
環
境
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
下
初
の
広
域
行
政
と
し
て
、
日
野
日
南
江
府
3
町
衛
生

施
設
組
合
を
設
立
し
、
し
尿
処
理
・
ご
み
焼
却
事
業
と
取

り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
こ
れ
ら
の
最
終
処
理
、

リ
サ
イ
ク
ル
問
題
な
ど
は
西
部
広
域
行
政
の
緊
急
課
題
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
行
政
の
柱
で
も
あ
り
ま
す
地
域
住
民
の
幸
せ
と
命

を
守
る
、
保
健
、
福
祉
、
医
療
の
一
元
化
、
一
体
的
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
の
新
規
重
点

施
策
の
格
別
な
ご
配
慮
な
ど
に
よ
り
、
歯
科
診
療
を
含
む

関
連
各
機
能
を
持
つ
全
施
設
の
完
成
稼
動
に
加
え
、
本
年

建
設
の
町
立
介
護
老
健
施
設
は
、
組
合
立
日
野
病
院
に
運

営
管
理
を
委
託
い
た
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

次
に
全
町
民
参
加
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
、
町
民

の
安
全
安
心
と
利
便
性
を
併
せ
た
「
情
報
防
災
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
本
年
建
設
で
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
又
、
近
年
多

発
の
災
害
更
に
西
部
地
震
な
ど
の
体
験
か
ら
、
昨
年
県
下

に
先
が
け
防
災
備
蓄
倉
庫
併
設
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
も
完

成
し
、
神
戸
市
を
は
じ
め
県
内
外
の
防
災
訓
練
に
も
活
用

頂
い
て
お
り
ま
す
。

本
町
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
ま
す
自
然
が
請
う
奥
大

山
チ
ロ
ル
の
里
づ
く
り
の
実
態
が
水
面
上
に
姿
が
現
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
関
係
皆
々
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。今

、
少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、
地
域
産
業
経
済
自
立
社

会
と
、
合
併
に
よ
る
新
し
い
町
づ
く
り
が
最
大
課
題
で
あ
り
、

希
望
、
安
心
、
連
帯
、
参
加
の
合
言
葉
を
一
段
と
高
ら
か
に
、

自
然
保
護
憲
章
発
祥
の
地
で
あ
る
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
と
し
、

決
意
も
新
た
に
全
町
民
あ
げ
て
の
努
力
を
こ
こ
に
誓
い
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
臨
席
の
皆
様
に
重
ね
て
心
か
ら
敬
意
と
、
感
謝
の
誠

を
捧
げ
、
き
ゅ
う
に
培
し
て
の
ご
理
解
、
ご
指
導
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

◎
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び団体－“（敬称略）及表彰された

功
労
表
彰

川

　

端

中

　

村

大

　

岩

勝

　

見

川

　

端

本

　

高

筒

　

井

川

　

上

徳

　

岡

影

　

山

上

　

原

浦

　

部

浜

　

本

川

　

上

藤

　

森

山

　

本

日
野
尾

河

　

上

谷

　

口

岡

　

本

藤

　

原

宮

　

本

筒

　

井

森

雄

　

勇

眞
佐
雄

泰

　

彦純直

親

　

雄

章

　

牛

車

　

雄

善

　

幸

一

　

亮

二

　

郎

二

　

郎

伸

　

介

和

　

人

茂

　

治

書

　

和

千

　

絢

紀
恵
子

雅

　

致

知
嘉
夫

■

後南橋

栄千久文京幸

子　明　美雄一人

団
体
表
彰

江
　
府
　
町
　
体
　
育
　
協
　
会

明

　

徳

　

学

　

園

　

自

　

治

　

会

江
　
府
　
町
赤
　
十
　
字
　
奉
　
仕
　
団

江
　
府
　
町
　
し
　
ゅ
　
う
　
と
　
め
　
会

グ

　

ル

　

ー

　

プ

　

あ

　

じ

　

さ

　

い

江

府

町

更

生

保

護

婦

人

会

江
府
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

貝

　

　

田

　

　

女

　

　

性

　

　

会

貝

　

　

田

　

　

松

　

　

和

　

　

会

下
蚊
屋
荒
神
神
楽
保
存
会

荒
　
神
　
神
　
楽
　
菖
　
風
　
社

貝
　
田
　
傘
　
踊
　
り
　
保
　
存
　
会

こ
　
だ
　
い
　
ぢ
　
踊
　
り
　
同
　
好
　
会

鳥
取
西
部
農
協
江
府
町
支
所

自
ね
ぎ
生
産
部

鳥
取
西
部
農
協
江
府
町
支
所
葉
菜
部

農
　
事
　
組
　
合
　
法
　
入
　
官
　
市

江

府

町

木

工

工

芸

同

好

会

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
特
産
品
振
興
会

柿
　
原
　
炭
　
生
　
産
　
組
　
合

美
用
レ
デ
ィ
ー
ス
加
工
グ
ル
ー
プ

白

　

　

　

馬

　

　

　

の

　

　

　

会

江
　
府
　
町
商
　
工
　
会
　
女
　
性
部

江
　
府
　
町
商
　
工
　
会
　
青
年
　
部

江
　
府
　
町
　
商
　
工
　
会
　
惑
　
惑
　
会

奥
　
大
　
山
　
ス
　
キ
　
ー
　
ク
　
ラ
　
ブ

江
府
O
B
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

ア

　

イ

　

リ

　

ス

　

合

　

唱

　

団

善
行
表
彰

中

　

田

　

鈴

子

勤
続
表
彰

奥

　

田

神

　

庭

砂森大岡亀加高大岡藤下

前岡　田　田津藤　田　田　森田　口

忠

　

文眞

須
磨
子

鈴

　

恵

ひ
ろ
子

千
寿
子

武

　

志

香
代
枝

富

　

広薫

誉昭俊

ー
◎

森高加空　白野松上藤清片河大谷奥地末塚山谷下川川　田勝伊加大森木

◎　田木藤場石田波口原水山上田口田本次原本口村上上口見達藤田田谷

慶新富洋　　俊正昭照千

恵美子人彦純介夫▲子

4

強

垂

　

男厚力

愛

　

三

嘉
寿
恵

正

　

幸

明

　

弘

義

　

雄

眞
由
美

正

　

人

一

　

美

勝

　

茂

照

　

正

美
智
子

定

　

男

俊

　

介

博

　

敏

哲

　

也

照

　

男

西大徳自井川竹宮太山遠千閑森

田　田　岡石上端内本田本藤藤内

正

　

幸

志
津
子

花

　

美功

節

　

美厚

正

　

啓

敏
　
朗

孝

　

志

あ
け
み

和

　

恵

ま
ゆ
み

敏
　
朗哲

感
謝
状

新

　

見

加

　

藤

潰

　

本

住

　

田

白

　

石

佐
々
木

森

　

田

田

　

口

芦

　

立

影

　

山

三

　

好

手

　

島

妹

　

尾

佐

　

伯

良　　征　　　書　　　　　秀孝　　信

人衛夫環猛明茂智正之治博夫修

三三長白田影川藤野木千加丹森藤下森川谷小藤佐

好好富石中　山上原口村藤藤地　　原村谷上田田田伯

武由陽秀金頼正成　　悦　　　敏正　　武博　　善　　幸晴
代

志訓一之明美昭雄定子勇努明幸要美昭肇治隆一代
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器ば打ち直交流
10月18日（土）から19日（日）の2日間

神戸市魚崎呵協議会の皆さん31名と交流を深めました。

初日は、中国電力俣野川発電所を見学した後、かまこしき

渓谷を探策しました。

2日目は、カサラフアームでさつまいも・大根などを収穫

した後、そば打ちと豆腐作りを江府町しゅうとめ会の方と一

緒に楽しみました。出来立ての豆乳をはじめて飲み感激。そ

ば打ちでは、自分の打ったそばに舌づつみを打っていました。

町の特産品、野菜などを沢山買って帰途につかれました。

カサラフアームでさつまいも収穫
一生懸命そば粉をこねています

かまこしき渓谷探索

型に流し込み（豆腐づくり）

江府町西以島町繚済交流協議芸総芸
10月10日山村開発センターで経済交流協議会の総会を開き、15年度の物

産展や交流、特産品の販売などの15年度計画を採択しました。

10月11日に、農協まつりが鳥取西部農協江府町支所で開かれ西ノ島町の物産

が販売され飛ぶように売れていました。また、11月2EHま、西ノ島町で江府町の

物産が販売され、特に野菜、つけもの、焼肉のたれ、米が大評判でした。

直　売　所

今年度中には、西ノ島町浦郷漁協の直売所に江府町の特産品を！来年度からは西ノ

島町の鮮魚、加工品を江府町で販売する予定です。

農協まつりの西ノ島町物産展

◎
西ノ島町産業文化祭の江府町物産展
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鳥
取
県
国
際
交
流
財
団
主
催
で
1

0
月
日
日
、

笠
良
原
、
下
蚊
屋
に
お
い
て
県
西
部
に
在
住

の
外
国
人
の
方
、
米
沢
小
学
校
児
童
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
約
5

0
名
の
参
加
で
国

際
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

笠
良
原
で
は
、
市
民
農
園
で
農
作
物
の
収

穫
を
し
て
昼
食
に
は
、
採
れ
た
て
の
野
菜
な

ど
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
下
蚊
屋
分
校
で
下
蚊
屋
集
落
の

方
な
ど
の
指
導
に
よ
り
、
わ
ら
細
工
、
木
工

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
わ
ら
細
工
で
は
、

し
め
な
わ
、
馬
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
き
れ

い
に
出
来
た
方
そ
う
で
な
い
方
い
ろ
い
ろ
で

し
た
が
、
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

あなたのまわりの
明るい話題お知ら
せください。
総務課℡75－2211

貝
田
運
動
公
園
で
、
1

1
月
2
日
恒
例
と

な
り
ま
し
た
貝
田
大
飯
喰
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
0
3
が
開
か
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
す
が
す
が
し
い
天
候
の
中
、

集
落
で
採
れ
た
新
米
や
、
各
家
庭
か
ら
持

ち
よ
っ
た
野
菜
で
作
っ
た
漬
物
が
食
べ
ら
れ
、

餅
つ
き
の
体
験
が
で
き
る
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。

ま
た
、
お
に
ぎ
り
大
飯
喰
い
競
争
は
、

7
個
食
べ
た
米
子
市
の
長
谷
川
さ
ん
が
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。

⑳

◎

第
2
4
回
江
府
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

10
月
3
0
日
町
民
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

例
年
は
6
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
今
年
は
7

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
6
種
目
の
競
技
に
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
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教
育
要
員
の
共
助
が
あ
り
ま
し
た

藤原成雄さん

江
府
町
教
育
委
員
の
異
動
が
あ
り
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
加

藤
美
佐
子
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
新
し
く

藤
原
成
雄
さ
ん
が
教
育
委
員
と
し
て
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
藤
原
委
員
さ
ん
は
荒

田
在
住
で
、
元
江
尾
小
学
校
長
で
す
。

江
府
冊
学
蛋
育
施
召
璽
量
備
検
討
協
議
会

（
経
過
報
告
）

咽
絵
心
尊
枚
の
菰
づ
そ
′
人
1

各
教
育
扱
者
を
貴
賓

十
月
二
十
四
日
、
と
っ
と
り
花
回
廊
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
明
倫
小
学
校
が
　
「
第
一
回
と
っ

と
り
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
・
学
校
部
門
」
　
の
鳥
取
県

教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

明
倫
小
学
校
で
は
校
舎
の
周
囲
が
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

な
ど
た
く
さ
ん
の
花
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

骨
　
状

鳥
取
県
髭
常
長
廿
日

貸
地
亜
門

井
中
り
止
明
捻
小
学
枚
払
　
　
い

青
松
が
取
り
蝕
ん
で
い
る
　
．
、

活
わ
は
第
一
回
と
っ
と
り
花
と
　
■
一

蜂
の
‡
；
こ
く
h
′
つ
一
ン
」
7
－
ル
　
ー
で

に
お
い
て
名
取
県
の
花
と
鶉
に
　
r

あ
j
h
る
換
地
で
夷
し
い
碓
規
　
　
■
り

づ
く
～
に
等
与
し
辛
絞
出
有
の

環

旋

と

な

る

恥

血

で

あ

る

と

埼
め
ら
れ
よ
し
た
ー
こ
て
こ
れ

冬
質
し
ま
す

ヰ
▲
十
▲
●
十
月
二
一
「
‖
り

島
中
県
鳥
一
日
ヰ
白
金

寄
航
　
藤
井
阜
臣

協
議
会
で
は
、
江
府
町
の
児
童
・

生
徒
の
教
育
環
境
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
学
校
統
合
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

九
月
十
一
日
に
第
三
回
目
の
会

議
が
開
催
さ
れ
、
江
府
町
の
教
育

環
境
整
備
の
概
要
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
と
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
の
中
で
出
さ
れ
た
意

見
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

☆
用
地
の
問
題
や
財
政
的
な
配
慮

も
必
要
だ
が
、
保
育
園
を
含
め

た
教
育
ゾ
ー
ン
と
し
て
一
箇
所

に
ま
と
め
た
ほ
う
が
良
い
。

☆
こ
れ
か
ら
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
概
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
多
様
な
対
応
の
出
来

る
整
備
を
す
る
べ
き
だ
。

☆
同
一
区
域
に
教
育
ゾ
ー
ン
と
し

て
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校

を
設
置
し
、
一
貫
し
た
教
育
の

場
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

☆
校
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
地
域

感
情
に
と
ら
わ
れ
ず
、
教
育
環

境
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

る
べ
き
。

☆
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
背
景
と

な
る
テ
ー
マ
を
し
っ
か
り
と
押

さ
え
て
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
総
体
に
つ
い
て
の
方

針
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

☆
多
人
数
の
中
の
教
育
、
少
人
数

の
中
の
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点

や
欠
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

こ
と
が
必
要
。

☆
学
校
は
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
。

☆
統
合
の
場
合
、
通
園
バ
ス
・
通

学
バ
ス
の
こ
と
も
考
え
る
。
民

間
バ
ス
で
対
応
で
き
る
の
か
、

専
用
バ
ス
が
必
要
な
の
か
。

☆
保
・
小
・
中
を
総
合
的
施
設
に

し
た
場
合
、
運
営
上
の
問
題
に

つ
い
て
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

☆
一
箇
所
に
集
中
し
て
建
設
し
た

ほ
う
が
運
営
上
、
財
政
上
効
率

的
で
あ
る
。

☆
教
育
施
設
は
住
民
と
の
交
流
が

で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
も
一
つ

の
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
で

は
今
後
も
視
察
や
協
議
を
重
ね
、

教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
行
き
ま
す
。

協
議
会
の
取
り
組
み
の
様
子
に

つ
い
て
は
、
町
報
を
通
じ
て
お
知

ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

エコシステムの鹿野小学校を視察
①
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享
年
も
十
月
十
一
日
か
ら
十
月

十
七
日
ま
で
の
一
週
間
、
恒
例
の

「
江
府
町
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
江
府
町
制
施
行
五
十

周
年
記
念
事
業
に
合
わ
せ
て
開
催
、

江
府
町
総
合
体
育
館
を
会
場
に
作

品
展
示
や
苦
楽
芸
能
発
表
会
の
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
初
日
（
十
一
日
）
の
苦

楽
芸
能
発
表
会
で
は
、
小
学
校
児

童
の
合
唱
、
舞
踊
グ
ル
ー
プ
や
合

唱
グ
ル
ー
プ
の
発
表
と
共
に
、
町

内
の
神
楽
保
存
会
二
社
中
の
上
演

も
あ
り
ま
し
た
。
又
、
特
別
参
加

と
し
て
卜
ロ
ー
ン
ボ
ー
ン
や
ゴ
ス

ペ
ル
の
グ
ル
ー
プ
の
出
演
も
あ
り
、

に
ぎ
や
か
な
発
表
会
に
な
り
ま
し

た
。享

年
の
文
化
祭
の
展
示
に
は
、

江
府
町
制
施
行
五
十
周
年
の
年
と

い
う
こ
と
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
昔
の
写
真
や
、

役
場
に
所
蔵
の
資
料
な
ど
を
掲
示
し
、

江
府
町
五
十
年
の
歩
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
古

い
資
料
や
写
真
な
ど
を
見
て
、
懐

か
し
く
当
時
を
思
い
出
し
て
い
ま

し
た
。

文化協会コーナー明徳学園の力作

◎
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アメリカから帰った日の丸も展示　　　　　　　江府町の50年をふり返るコーナー

米
沢
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学
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小学校の作品
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．雛薗鷹取県スボ画轡㊨鮎㊥喝霊廟診薗診療
第4回　鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭が、10月

25日（土）・26日（日）、11月2日（臼）の3日間にわたり

鳥取県東部地区を中心に開催されました。

このイベントは、広く県民にスポーツ・レクリ工一ション

活動を全県的な規模で実践する場を提供することにより、県

民一人ひとりに活動への参力□意欲を喚起し、県内各地での生

涯を通じたスポーツ・レクリエーション活動の振興を目的と

しています。

〈日野郡参加競技〉

①競技スポーツの部

○郡市代表種目

陸上、バレーボール、ソフトテニス、サッカー、

⑳。票〉警蓋冨球妄芸道

②レクリエーションスポーツの部

ゲートボール、グラウンドコルフ

柔道（鳥取市営武道館）

ソフトテニス（鳥取市千代テニスコート）

ゲートボール（東郷湖羽合臨海公園ゲートボール場）

本町からもたくさんの選手が参加し、他の出場チ

ームと交流を深めながら、大活躍しました。

結果については、ソフトテニス競技において以下

のとおり日野郡が優勝を収めました。

○小学生男子・女子　　○中学生男子・女子

○成年女子1部（15歳以上）○成年女子2部（35歳以上）

第29回江府町人権・同和教育研究集会

同和問題を自分の課題としてとらえ、部落差別の解消はもとより、すべての偏見や差別の解消を

めざすため、今年も「江府町人権・同和教育研究集会」が開催されます。町民の皆さんのより多く

の参加をお持ちしています。この機会にみんなで人権について考えてみませんか。

期　　日　　平成15年12月10日（水）　午後1時30分～4時40分

会　　場　　江府呵山村開発センター

研究主題　人権尊重と部落差別の早期解消を園るために、家庭・地域・職場での実践活動を強化

しよう「身近な人権問題を深く学び、私たちの役割を考えてみよう」

記念講演　　演題「部落解放・人権政策の確立に向けて」

講師　部落解放同盟中央本部書記長　松岡　徹　氏

主　　催　　江府呵・江府町教育委員会・江府呵同和教育推進協議会・部落解放基本法人権政策

確立要求江府町実行委員会・江府可部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする審議会

◎
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10月5日（臼）に江府呵運動公園総合体育館において

町民バレーボール大会が行われました。男子4チーム・

女子2チーム・混合9チームの参加があり、優勝を目指

して競い合いました。その栄光を手にしたのは貝8（男子）

本町五丁目（女子）、本町二丁目（混合）でした。貝田（男

子）の優勝日数は17回となり、優勝数最多記録を更新し

ました。

◎

捕れるか？！弾丸スパイク！

本町五丁目（女子）

10月7日（火）に江府呵運動公園ゲートボール場にお

いて親善ゲートボール大会が行われました。風が吹く中

での試合となりましたが、接戦を制したのはBチーム（石

写真）でした。

町民ソ テニス貴会

本町二丁目（混合）

10月19日（日）に江府呵運動公園テニス場において町民ソフトテニス大会が行われました。すっきりと

した秋晴れの下で一般男子の部と壮年二部のリーグ試合が行われ、それぞれ、川上真和・川上洋祐ペア（一

般男子の部）、徳岡健男・宇田川満ペア（壮年二部）が優勝しました。

川上宍・川上洋ペア（写真左）、徳岡・宇田川ペア（写真右）

秋季甥弓ウシドゴルフ東金
10月28日（火）に江府呵運動公園総合グラウンドに

おいて秋季グラウンドコルフ大会が行われました。秋晴

れの天候にも恵まれてベストショットが続出する試合と

なりました。優勝は門村勝美さん、準優勝は建井玲子さん、

3位は相見稔さんでした。

最高のグラウンドコルフ日和でした
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晴
れ
た
日
は
図
書
館
へ
い
こ
う

緑
川
　
聖
司

「
一
冊
の
本
は
、
そ
の
ま
ま
ひ
と
つ
の

世
界
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

本
が
並
ん
で
い
る
図
書
館
は
、
新
し
い
世

界
へ
の
無
数
の
扉
だ
と
思
う
。
」
本
と
図

書
館
が
大
好
き
な
女
の
子
が
図
書
館
で
出

会
う
人
び
と
と
の
交
流
や
、
図
書
館
で
起

こ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
事
件
を
ミ
ス
テ
リ
ア

ス
タ
ッ
チ
に
描
く
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
3
0
の
真
実

三
代
史
研
究
会

福
沢
諭
吉
は
　
「
人
の
上
に
人
を
造
れ
」

と
主
張
し
た
。
杉
原
千
畝
は
ユ
ダ
ヤ
人
へ

の
ビ
ザ
発
給
で
外
務
省
を
解
雇
さ
れ
た
の

で
は
な
い
。
太
平
洋
戦
争
は
真
珠
湾
で
始

ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
な
ど
、
こ
れ
ら
の

常
識
が
い
か
に
史
実
と
か
け
離
れ
て
い
る

か
を
明
快
に
説
明
し
た
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」

の
落
ち
る
本
。

ま
ひ
る
の
月
を
追
い
か
け
て恩

田
　
　
陸

橿
原
神
宮
、
明
日
香
、
山
辺
の
道
…
…

失
踪
し
た
一
人
の
男
を
捜
し
て
、
奈
良
を

旅
す
る
二
人
の
女
。
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
と

現
在
を
手
探
り
し
な
が
ら
続
く
、
奇
妙
な

旅
の
行
き
着
く
先
は
？
奈
良
を
舞
台
に
夢

と
現
実
が
交
錯
す
る
旅
物
語
り
。

夫
か
ら
妻
へ
、

レ
タ
ー

妻
か
ら
夫
へ
6
0
歳
の
ラ
ブ

N
H
K
出
版

百
組
の
夫
婦
が
い
れ
ば
、
百
の
夫
婦
愛

が
あ
る
。
比
較
す
る
も
の
で
も
な
い
し
、

ど
れ
が
正
解
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
た
だ
、

他
の
夫
婦
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
読
み
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
と
振
り
返
っ
て
み
る
き
っ
か
け

に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
り
げ
な
い
言
葉

に
熱
く
、
深
い
想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

夫から聖へ、葬から夫へ

60歳のラブレター0

⑳

ケ
ー
タ
イ
を
持
っ
た
サ
ル

正
高
　
信
男

「
ひ
き
こ
も
り
」
　
な
ど
周
囲
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
若

者
と
、
「
ケ
ー
タ
イ
」
　
で
い
つ
も
他
人
と

つ
な
が
り
た
が
る
若
者
。
両
者
は
正
反
対

に
見
え
る
が
、
じ
つ
は
成
熟
し
た
大
人
に

な
る
こ
と
を
拒
否
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

現
代
日
本
人
は
　
「
人
間
ら
し
さ
」
を
捨
て
、

サ
ル
に
退
化
し
て
し
ま
っ
た
の
か
？】

」
b

頭
が
い
い
人
の
習
慣
術

小
泉
　
十
三

一
生
懸
命
な
の
に
、
何
を
や
っ
て
も
要
領

が
悪
く
、
仕
事
の
結
果
も
評
価
も
イ
マ
イ

チ
の
人
が
い
る
。
方
や
、
仕
事
が
迷
い
の
に

的
確
で
話
題
も
豊
富
な
デ
キ
る
人
が
い
る
。

何
が
、
こ
の
両
者
を
分
け
る
の
か
。
頭
の
い

い
人
に
な
る
秘
訣
は
こ
こ
に
あ
っ
た
！

頭
が
い
い
人
の

習
慣
術

こ
の
行
一
息
専
バ
グ
怠
れ
ば
．
き
た
筈
ア

．
1
　
　
　
．
、
一
一
リ
ー

感
冒

⑬
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鳥取県西部町村職員

採用資格試験（第2回）の案内

¶職　　種　保育士

■試験参加市町村

日南町、日野町、溝口町、西伯町、会見町、

岸本町、淀江町、大山町、中山町

｝受験資格

（1）西伯郡、日野郡ならびに米子市、境港市内の

在住者（出身者を含む）で、昭和49年4月2

日から昭和59年4月1日までに生まれた者で、

保育士の資格を有するか、平成16年3月31

日までに取得見込みのある者。

（2）日本国籍を有しない者については、活動に制

限のない在留の資格を取得している者、または

平成16年3月31日までにこの資格を取得す

る見込みのある者。

（3）地方公務員法第16条に該当する人は受験で

きません。

■申込用紙の請求および提出書類

（1）申込用紙は、各町村役場および西部町村会事

務局で受領してください。

（2）提出書類は、申込用紙に必要事項を記入し

11月28日までに西部町村会事務局に提出し
てください。

西部町村会事務局　米子市椛町1丁目160

（0859－22－2049）

自衛隊生徒採用試験の案内

◇自衛隊生徒とは

中学校卒業者を対象に、最新装備を扱う専門技

術者を養成する制度で、中堅自衛官としての専門教

育を学びながら高等学校卒業資格が取得できます。

■受　　付　平成16年1月6日まで

■応募資格15歳以上17歳未満の男子

『問合せ先　自衛隊米子募集事務所

電話　0859－33－2440

役場総務課

電話　0859－75－2211

◎

．N，。RMA，．。N＿＿＿lN，。RM摩
町営久連住宅入居者募集

騒場　　　所　江府町大字久連495－1

■戸　　　数1戸

■家　　　賃　所得に応じて決定します

（敷金は家賃の3カ月分）

（外に水道料金として2，000円必要です）

■申込み資格

・町内に住所を有する方、または、入居と共に江

府町民となる方

・現に同居し、又は同居しようとする親族がある

方

・収入基準に該当する方

・現在住宅に困っている方

・町税を滞納していない方

（上記すべてに該当する方）

■申込み期限　平成15年11月28日（金）まで

1入居予定日　平成15年12月15日

■問い合せ先　役場　建設環境課

電話　75－3306

個人の青色申告決算説明会

平成15年度分青色申告決算説明会を次の日程で

行います。

《対象者》個人の青色申告者

【営業・不動産の方】

■日　時11月19日（水）10時～12時

『場　所　江尾駅テロリンハウス

【農業の方】

■日　時11月19日（水）14時～16時

■場　所　鳥取西部農協江府町支所

■問合せ先　米子税務署個人課税第1部門

電話　0859－32－4121
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行l」あ【口こ【訂
都合により、日程が変更される場合があります。

日　 曜日 行　　 事　　 名 場　 所 時　 間

1 7 月

1 8 火
慰霊祭 開発センター 10：00－

ハ ングル語 教室 国際娘とンクー僚瞞庁舎）13：30～14：30
19：00～20：00

1 9 水
写真講座 開発センター 14：00－

巡回 図書 3 区

2 0 木
明徳学 園 開発センター 9：00～

たんばぼ学級 本町5丁目集会所 19：30～21：30

2 1 金
じゃ りん こく らぶ 齢醇 福祉センター 9：30～

はつ らつ 実践運動 教室 総合健康福祉センター14：00－16：30

2 2 土

2 3 日

2 4 月

2 5 火 ハ ングル語教室 国際線センター僚媚庁舎）
13：30－14：30
19：00－20：00

2 6 水

2 7 木
じゃりんこくらぶ（ふれあいデー）子供の国保育園 10：00～

たんばぼ学級 閉講式 日輪閣 19：30～21：30

2 8 金 はつ らつ実践 運動教室 絡合健康福祉センター14：00～16：30

2 9 土 和紙折 り紙講座 開発センター 10：00～

3 0 日

●広域掛呆活動の教室参加希望者臥本五集会所（℡75－2624）へ連結して下さLl。

日　 曜日 行　　 事　　 名 場　 所 時　 間

1 月

2 火 ハ ン グ ル 語 教 室 同根涼セント朋折合）13：30－14 ：30
19：00～20 ：00

3 水 巡 回 図 書 1 区

4 木 人 権 行 政 相 談 役場南庁舎 9：00－12 ：00

5 金
食 べ て 実 践 健 康 講 座 総合健康福祉センター10：00～12：00

はつ らつ 実 践 運 動 教 室 絶合麒 福祉センター14：00～16：30

6 土

7 日 町卓球 大会 （地域 ・小学校 ）町民総合体育館 9：00－

8 月

9 火

じゃりんこくらぷ （ふれあいデー）子供の国保育園 10：00～

ハ ング ル 語 教 室 国取離ンクー朋南庁創
13：30－14：30
19：00－20：00

ガ ー デ ニ ング 講 座 開発センター 19：30－

1 0 水

人 権 同 和 研 究 集 会 開発センター 13：30～17：00

ポ リオ 給合健康福祉センター14：00～14：30

巡 回 図 書 2 区

1 1 木

1 2 金
食生活改善推進員養成講座 総合催純 祉センター 9：00～16：00

はつ らつ 実 践 運 動 教 室 総合健康福祉センター14：00～16：30

1 3 土
和 紙 折 り紙 講 座 開発センター 10：00～

陶 芸 講 座 高齢者創作館13：00～

1 4 日 町 ス キ ー場 開 き 鏡ケ成

㊨　㊤　㊥　㊨　11月分
求人事業所名 所　 在　 地 職　　　　 種 年　 齢 賃　　　 金 就業時間

休 暇 村　 大 山 鏡 ケ成 御机709－1 調理係 18～26 148，500～164，100
6：30～18：30

10：00～21：00

（有 ）　 森　　　　　 和 佐川159－12 大型ダンプ運転手 不　 問 228，000～264，000 8：00～17：00

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

◎
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人の動き

◎お誕生おめでとう

10月届
（敬称略）

（住所）　（氏名）　（性別）（保護者）

助　渾　加藤　未紗　女　健一

尾之上原　木嶋　売介　男　昌志

◎ご結婚を祝します

南崎　佑二

大岩　万恵
宮崎県延岡市
下蚊屋から

◎ごめい福を祈ります
（住所）　（氏名）　（年齢）（世帯主）
本　三　岡本百合枝　70歳　昭一

吉　原　篠田　澄男　87歳勢津男

大河原　藤原　幸雄　77歳　贋秋

貝　田　森田　幾江　76歳　康博

池の内　加藤　哲朗　72歳　恭子

槌交通事故槌
交通事故発生状況【町内】

人身事故　　3件（13）

死　　者　　0人（0）

負傷者　　3人（16）

物損事故　13件（95）

飲酒運転検挙音数【町内者】

0人（1）

10月中のまとめ（）内は平成15年間累計

交通死亡事故ゼロ継続日数

858日　（11月1日現在）

火　　　災
火災ゼロ継続日数

134日　（11月1日現在）

「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」

日野総合事務所では日野郡住民の皆さん

方の声を施策に反映させていくため、皆さん

が地域や職場、家庭で気づかれた県の行政
についての意見・提言・アイデア・要望・苦情
などを募集しています。

皆さんから寄せられた声は、日野総合事務

所から本庁へ伝えますので、是非ご意見をお
聴かせください。

ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ　0859－72－2072

メールアドレスh－kenminkyoku＠pref．tottori．Sp

日野総合事務所県民局県民課
電話：0859－72－2083

◎

／
†

／／‾　 1㌧‾

r　　　　　　　　 l
－

－

■パネル
土砂災害はどうしておこるの
か？など砂防についてのパネ
ル展示

日野川に生息している渓流魚を
紹介しています。（カジカtイワ
メ・アマゴ・タカハエ）

砂熊や河川につい
てみん啓で学んで
みようIJ

SABOくん

■砂防堰堤の模型展示
砂防堰堤の模型による土
砂災害のときの堰堤の役
割を説明します。

■炭焼き・木材チップ
希望者に配布してます。数
に限りがありますので事前
に連絡をお願いします。

ミニ｝断■亡、■l
子儀白帥雷■

ご利用時間／9：00～16：00

休　館　日／土曜日・日曜日・
祝祭日・年末年始

団体で来館される場合は、事前に
連絡の方をお願いします。

国土交通省　中国地方整備局
日野川河川事務所大山砂防監督官詰所
rELO859（75）3802　FAXO859（75）2317

納付期限
11月分 毎年誕生月の月初めに社会保険業

㌧て　′平成15年12月1日まで、ノ、務センターから現況届の用紙はがき）
才が送付されます。∴ノ　社会保険事務所から送られて

いる納付書を添えて金融機関で　ノン

ー＼ヾお支払いください。

なお、ノ臼座振替の方は、上記、言
開鰻が振替日です。
へ詔、小。ぺ了V・、／、Jハ㌦九㌔心へ豆／、、七八七ノ㌔工了㌧ン・＼′㌧〆㌧ノ

必要事項を記入の上、誕生月の末
日までに投函してください。

もし紛失された場合には、役場に用
紙がありますのでご連絡ください。

役場町民課（℡75－3223）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



腰ニ
10月12日、町民総合体育館で50周年記念イベントの健康まつり及びデーブ大久保

と田尾保志のトークショーが行われました。

トークショーでは、この2人だから聞ける話で盛り上がった後、野球教室も行われました。

訂、岬

二・‥・　＿

豆腐の耶蒸し

豆腐や桜エビなどカルシウムの多い食材を使い

家庭料理も美味しくカルシウムアップ。

◆材　料（4人分）

卵　　　　　　3個

木綿豆腐　　　1丁

えのき茸　　2袋　200g
ねぎ　　　　　2本

干し桜えび　109

植物油　　　　大さじ1

だし汁　　　　2カップ

薄口しょうゆ　　大さじ1

溝口しょうゆ　　大さじ1

1人分の栄養素

エネルギー　187kca】

蛋白質　　15．59

脂質　　　12．19

カルシウム　216mg

食物せんい　　3．2g

塩分　　　　1．6g

◆作り方

（D　豆腐を半分に切って水

をきリ2cm程度の厚み

に切る。

②　えのき弓は半分の長さ

にねぎは斜め薄切りにする。

（卦（訓こ片栗粉をまぶし、

油でこんがり焼き、②、

干し桜えび、出し汁、し

ょうゆを加えて煮る。

（彰　火が通ったら卵を割り

ほぐして流し入れふたを

して蒸し煮にする。

江府町食生活改善推進協議会（本三・四）

世帯数1，178世帯（－1）人口3．976人（－6）男1，882（－3）女2．094人（－3）（）は前月比10月末

尾謂萱発行／江府町役場享琵芸含呂損聖賢『野慧認諾漂芸諾　編集／総務課印刷／株式会社高下印刷
ホームページURLこhttp：／／kofu－tOWn．jp／
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